
四
月
二
十
三
日
、
長
崎
県
立
美
術
館
開
館
。
オ
ー
プ
ン
に
当
た
り
「
よ
み
が
え
る

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
｜
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
五
百
年
」
の
企
画
展
を
見
て
ま
い
り
ま
し

た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
、
須
磨
氏
を
全
く
存
知
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
世
の
ス
ペ
イ
ン
絵
画
と
言
え
ば
、
聖
堂
美
術
・
宮
廷
美
術
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

暗
い
、
重
い
と
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
聖
堂
美
術
は
ス
ポ
ン
サ

ー
が
修
道
院
な
ど
教
会
関
係
、
宮
廷
美
術
は
全
て
王
家
、
貴
族
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
代
と
異
な
り
、
当
時
の
画
家
は
芸
術
家
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
ス
ポ
ン
サ

ー
が
求
め
る
絵
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
て
、
今
か
ら
四
二
三
年
前
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
訪
れ
た
、
日
本
よ
り
の
天
正
遣

欧
使
節
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
「
異
な
っ
た
角
度
か
ら
ス
ペ
イ
ン
を
見
る
こ

と
が
出
来
た
の
に
」
と
思
う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

夫
の
赴
任
地
ス
ペ
イ
ン
（
マ
ド
リ
ー
ド
）
に
親
子
で
滞
在
し
た
の
は
、
一
九
七
九

年
〜
一
九
八
一
年
で
し
た
。
そ
の
頃
の
出
来
事
と
し
て
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
、

日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
不
参
加
（
モ
ス
ク
ワ
大
会
）、
故
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
の
広
島
、
長
崎
訪
問
、
英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
結
婚
、
等
々
で
す
。

皆
様
は
そ
の
頃
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
日
は
遣
欧
使
節
団
が
通
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ス
ペ
イ
ン
を
一
言
で
言
い
表
す
こ
と
は
難
し
く
、
住
民
に
し
て
も
「
北
部
ビ
ス

カ
ヤ
地
方
」
に
は
バ
ス
ク

人
、
言
語
を
他
の
ス
ペ
イ

ン
と
は
全
く
異
に
す
る
民

族
が
お
り
、
し
か
も
い
ま

だ
そ
の
起
源
が
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ピ
レ
ネ
ー
山

脈
付
近
の
バ
ス
ク
民
族

は
、
頑
強
で
、
勤
勉
で
、

進
歩
的
で
す
が
、
同
時
に

バ
ス
ク
特
有
の
文
化
を
愛
し
、
独
立
心
が
強
い
の
で
す
。

「
中
央
高
原
の
レ
オ
ン
地
方
並
び
に
新
旧
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ヤ
地
方
」
の
住
民
は
、

保
守
的
で
礼
節
を
重
ん
じ
、
貴
族
趣
味
で
あ
り
、
自
尊
心
が
強
く
又
ス
ペ
イ
ン
全
土

を
支
配
し
た
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。（
マ
ド
リ
ー
ド
は
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ヤ
地
方
に
属
し
ま
す
。）

遣
欧
使
節
団
が
泊
っ
た
メ
リ
ダ
の
町
は
セ
ビ
ー
リ
ヤ
と
サ
ラ
マ
ン
カ
を
繋
ぐ
「
銀

の
道
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
の
で
す
。
故
に
現
代
で
も
其
の
地
方
の
ロ
ー
マ
時
代
の

遺
跡
か
ら
、
大
理
石
像
、
陶
器
、
貨
幣
、
ガ
ラ
ス
細
工
な
ど
出
土
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
劇
場
、
円
形
闘
技
場
で
は
現
在
で
も
オ
ペ
ラ
な
ど
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
世
の
頃
な
ら
尚
更
の
こ
と
、
少
年
使
節
団
は
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た

事
で
し
ょ
う
。
又
古
都
ト
レ
ド
で
は
千
々
石
ミ
ゲ
ル
と
原
マ
ル
チ
ノ
が
天
然
痘
に
罹

り
、
手
厚
い
看
病
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ト
レ
ド
の
金
・
銀
細
工
は
ス
ペ
イ
ン

が
八
世
紀
も
の
間
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
に
支
配
さ
れ
て
い
た
時
、
ア
ラ
ブ
人
が
ダ
マ
ス

カ
ス
地
方
か
ら
伝
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
ロ
ー
マ
の
水
道
橋
で
有
名
な
セ
ゴ
ビ
ア
に
美
し
い
城
が
あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
が
白
雪
姫
の
モ
デ
ル
に
し
た
城
で
す
。「
北
西
の
ガ
リ
シ
ア
人
」
は
ケ
ル
ト
系

と
言
わ
れ
、
素
朴
。
勤
勉
で
豊
か
な
空
想
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
女
性
は
家
庭
的
な

こ
と
で
有
名
で
す
。
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
か
ら
サ
ン
チ
ャ
ゴ
ま
で
の
「
巡
礼
の
道
」
は
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
ア
ス
ト
ゥ
ー
リ
ア
ス
人
」
は
最
も
ゲ
ル
マ
ン
の
要

素
が
強
い
が
ム
ー
ア
人
の
侵
入
に
会
わ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
純
血
を
誇
り
と
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
タ
ミ
ラ
の
洞
窟
で
有
名
で
す
。

「
ア
ラ
ゴ
ン
人
と
ナ
バ
ラ
人
」
は
保
守
的
、
素
朴
で
又
頑
強
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
ナ
バ
ラ
王
国
に
生
ま
れ
ま
し
た
。（
現
在
の
バ

ス
ク
地
方
。）
ザ
ビ
エ
ル
と
い
う
名
は
母
親
が
結
婚
す
る
時
に
持
参
し
て
き
た
城
地

の
名
前
で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
と
い
う
地
に
生
ま
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
さ
ん
と
い
う
意
味

で
す
。
当
時
の
ナ
バ
ラ
の
首
都
は
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
で
し
た
。
牛
追
い
祭
で
有
名
で
す
。

ゴ
ヤ
は
ア
ラ
ゴ
ン
の
田
舎
町
の
出
身
で
す
。
地
中
海
岸
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中
心
と

す
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ア
地
方
の
カ
タ
ラ
ン
人
」
は
勤
勉
で
商
才
に
長
け
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
「
発
見
」
を
果
た
し
た
第
一
回
目
の
航
海
か
ら
戻

っ
た
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
と
謁
見
し
た
の
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
す
。
現
在
は
ガ
ウ
デ

ィ
ー
が
設
計
し
た
建
造
物
聖
家
族
教
会
が
有
名
で
す
。「
南
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
」
は

太
陽
と
肥
沃
な
土
地
で
有
名
だ
が
そ
の
住
民
は
楽
天
的
で
陽
気
な
生
活
享
楽
派
が
多

く
、
女
性
に
は
黒
髪
、
輝
く
よ
う
な
黒
い
瞳
を
も
っ
た
美
人
が
多
く
一
般
に
ス
ペ
イ

ン
人
と
い
え
ば
こ
の
型
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
、
ギ
タ
ー
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
刺
繍
、
象
嵌
細
工
、
グ
ラ
ナ
ダ

焼
、
コ
ル
ド
バ
の
メ
ス
キ
ー
タ
（
イ
ス
ラ
ム
寺
院
＝
馬
蹄
形
ア
ー
チ
と
キ
リ
ス
ト
教

大
聖
堂
）
ロ
ー
マ
橋
と
カ
ル
メ
ン
。
セ
ビ
ー
リ
ヤ
の
春
祭
。
闘
牛
等
。（
二
十
六
聖

人
前
館
長
結
城
了
悟
先
生
は
セ
ビ
ー
リ
ヤ
の
御
出
身
で
す
。）

次
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
諸
言
語
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
下
さ
い
。

「
お
は
よ
う
」
を
例
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
言
語
を
比
べ
て
み
ま
す
。

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
　B

u
en
o
s
d
ias

＝
カ
ス
テ
ィ
リ
ヤ
語
　
ボ
ン
・
デ
ィ
ア

B
o
n
d
ia

＝
カ
タ
ル
ニ
ア
語
　
ボ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
　B

o
s
d
ias

＝
ガ
リ
シ
ア
語
　
エ

グ
ン
・
オ
ン
　E

gu
n
on

＝
バ
ス
ク
語

一
九
三
九
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
コ
政
権
の
時
代
カ
ス
テ
ィ
リ
ヤ
語

が
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
言
語
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
以
外
の
言
語

を
公
の
場
で
使
う
事
は
固
く
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
カ
タ
ル
ニ
ア
記
念
日
に
ガ
ウ

デ
ィ
は
警
官
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
の
で
カ
タ
ル
ニ
ア
語
で
返
事
を
し
た
と
こ
ろ
、
警

官
は
「
ス
ペ
イ
ン
人
な
ら
ス
ペ
イ
ン
語
で
話
せ
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

自
分
の
母
語
に
誇
り
を
持
つ
ガ
ウ
デ
ィ
は
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
為
逮
捕
さ
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

フ
ラ
ン
コ
体
制
終
了
後
ス
ペ
イ
ン
は
民
主
化
を
進
め
ま
し
た
。
一
九
七
八
年
二
月

六
日
新
し
い
憲
法
が
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
公
用
語
を
定
め
た
の
で
す
。

「
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
語
は
国
の
公
用
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
り
、
全
て
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
こ

れ
を
知
る
義
務
が
あ
り
、
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
」「
そ
れ
以
外
の
諸
言
語
も
自

治
州
の
条
例
に
従
い
、
各
自
治
州
の
公
用
語
と
な
る
」「
ス
ペ
イ
ン
の
多
用
な
言
語

様
式
が
示
す
豊
か
さ
は
、
文
化
的
遺
産
で
あ
り
、
十
分
に
尊
重
し
保
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
ス
ペ
イ
ン
は
幾
つ
も
の
言
語
が
存
亡
を
賭
け
て
し
の
ぎ
を
削
っ
た
の

で
す
。

私
達
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
民
主
化
の
道
を
歩
み
始

め
た
丁
度
「
そ
の
時
」
だ
っ
た
の
で
す
。
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
。
爆
破
事
件
。
危

機
管
理
。
自
己
責
任
等
。
私
達
は
身
を
持
っ
て
体
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
長
崎
ふ
み
の
会
）

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
七
月
と
言
え
ば
「
タ
ナ
バ
タ
」
で
あ
る
。
先
日
、
中
学
校
の
人
達
が
勉
強
に
こ
ら

れ
て
、
早
速
の
質
問
は
「
七
夕
」
と
書
い
て
ど
う
し
て
「
タ
ナ
バ
タ
」
と
読
む
の

で
す
か
と
き
か
れ
た
。

○
七
月
十
日
、
第
十
三
回
の
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
が
長
崎
市
チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
出
場
者
一
三
三
名
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
重
に
平
川
浄
・
本
多
由
明

他
長
崎
県
民
謡
協
会
各
委
員
の
御
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

○
七
月
二
十
四
日
は
長
崎
飯
香
浦
の
地
蔵
盆
で
、
其
の
盆
の
供
養
に
奉
納
さ
れ
る

「
ソ
ー
メ
ン
飾
り
」
と
、
盆
の
前
夜
か
ら
始
ま
る
「
念
佛
供
養
の
鐘
」
は
市
の
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
、
此
の
日
に
、
お
参
り
に
行
く
と
「
ふ
く

れ
饅
頭
」
の
お
接
待
が
あ
っ
た
の
で
す
が
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

○
八
月
に
入
る
と
盆
の
行
事
に
お
わ
れ
る
。
そ
の
最
高
潮
は
十
五
日
夜
の
精
霊
流
し

で
あ
る
。
戦
前
は
み
な
印
燈
篭

し
る
し
と
う
ろ
う

を
先
頭
に
お
し
立
て
、
船
を
担
い
で
双
盤
そ
う
ば
ん

（
鉦
）

の
音
に
合
わ
せ
て
静
か
に
大
波
止
ま
で
送
っ
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
風
景
は
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
八
月
十
六
日
は
「
地
獄
の
釜
の
蓋
の
あ
く
日
」
で
あ
り
、
有
名
な
伊
良
林
光
源
寺

の
「
産
女
う
ぐ
め

の
幽
霊
」
と
、
寺
町
三
宝
寺
の
「
地
獄
大
絵
図
」
御
開
帳
の
日
で
あ
る
。

こ
の
日
に
お
参
り
に
行
き
、「
幽
霊
飴
」
を
い
た
だ
く
と
、
子
ど
も
は
す
く
す
く

と
育
つ
と
昔
の
人
は
言
っ
て
い
る
。

○
長
崎
館
内
町
の
旧
家
森
裕
先
生
来
訪
さ
れ
、「
祖
父
が
大
正
三
年
に
書
い
た
、「
森

家
家
訓
と
年
中
行
事
控
」
が
倉
庫
で
見
つ
か
っ
た
の
で
参
考
に
読
み
ま
せ
ん
か
」

と
持
参
し
て
下
さ
っ
た
。
早
速
拝
見
し
た
と
こ
ろ
森
家
の
小
作
上
納
米
は
一
千
六

十
四
俵
も
あ
り
、
幕
末
に
お
け
る
長
崎
年
中
行
事
の
諸
式
が
こ
と
こ
ま
か
に
記
し

て
あ
っ
た
。
中
で
も
私
に
は
、
年
中
行
事
食
の
記
録
、

例
え
ば
正
月
雑
煮
の
献
立
。
二
月
初
午
の
料
理
。
四

月
三
日
節
句
の
献
立
。
宮
日
く
ん
ち

の
に
し
め
。
十
二
月
三

十
一
日
の
年
取
祝
膳
な
ど
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

風
信

二
七
六
号

平
成
十
七
年
七
月
二
十
日

ス
ペ
イ
ン
の
思
い
出

松
澤
　
君
代

聖家族教会（ガウディ作）


